
先進的窓リノベ2024事業

窓断熱リフォームすることで
省エネ性能・

快適度がアップ！ 

家族の健康対策に 結露対策もできる

快適な室温を保つ 防音性の向上

窓のリフォームでこんなメリットが！！

夏・冬ともに窓際でも快適にすごせる
ので、カーテンいらずで明るいお部屋！

結露が激減するので、カビ・ダニの発生
を防ぐ効果も！部屋を綺麗に保てます。

防音に配慮し
た窓にするこ
とで、騒音の
悩みも軽減で
きます。

ヒートショックや熱中症対策に！
ペットや子供にも優しい環境！

支援します！支援します！
窓断熱リフォーム窓断熱リフォーム窓断熱リフォーム窓断熱リフォームをを

　熱中症による救急搬送人数
は、2010年頃には年間4万人か
ら6万人程度でしたが、2018年
に気象観測開始以来の猛暑が来
たときに、一気に9万5,000人ま
で増えました。実は、熱中症の救
急搬送人数の4割が住宅内で発
生しています。また、搬送者のほ

▶外窓交換の補助額がアップしました
▶ドア改修も補助対象に加わりました

昨年からの変更点

熱中症救急搬送人数の
４割は自宅内

2023年速報：91,255人
（高齢者：54.9%）
（住宅内：40.0%）

戸建住宅に
お住まいの方

必見！ のの戸建住宅

熱中症の予防には断熱リフォームが有効

40.8％

59.2％

自 宅

自宅以外
（外出先や職場等）

総務省消防庁
2023年5/1～10/1速報値

とんどが高齢者です。これを防ぐ
ためにも、断熱が重要な役割を
果たします。
　住まいの断熱性能が良いと、夏
の高温が室内側に入るのを抑え
ることにより、冷房が効きやすく
なるので、断熱改修は熱中症の
予防にも効果的なのです。
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先進的窓リノベ2024事業

ガラス交換

内窓設置

外窓交換（カバー工法）

外窓交換（はつり工法）

https://window-renovation2024.env.go.jp/

既存窓のガラスの
みを取り外し、既存
サッシをそのまま利
用して、複層ガラス
等に交換する工事

寒さや暑さを我慢せず健康で快適に過
ごせるようになったり、ヒートショックや熱中
症対策につながります。健康促進はもちろん、
光熱費削減も期待できます。

先進的窓リノベ2024事業では、補
助要件を満たす断熱ドアへの改修も補
助対象になります。玄関ドアの断熱改
修を行うことで、住宅全体を暖かくす
ることができます。

窓断熱リフォームすると、
どんないいことがあるの？

ドアの断熱改修も
補助対象になるの？

A. A.

既存窓の内側に
新たに内窓を新
設する、または既
存の内窓を取り
除き新たな内窓
に交換する工事

既存窓枠以外を取り外し、既存窓枠の上から新たな窓枠
を覆い被せて取り付け、複層ガラス等に交換する工事

既存窓を枠ごと取り外し、新たな窓枠を取り付け、複層
ガラス等に交換する工事

既存ドア枠を残
し、既存枠の上
から新たな枠を
取り付け、 ドア
を交換する工事

既存ドアを枠ご
と取り外し、新た
なドアを枠ごと
取り付ける工事

リフォーム体験者に聞きました！

Q. Q.

Q&AQ&A 先進的窓リノベ2024事業のギモンにお答えします！

☎ 0570-055-224  ［IP電話等から］ 03-6625-2874　
　　　　 9:00～17:00 （土・日・祝含む）

住宅省エネ2024キャンペーン 補助事業合同お問い合わせ窓口お問い
合わせ先

ドア交換（カバー工法）※NEW

ドア交換（はつり工法）※NEW

補助対象工事 次の6種類の工事が先進的窓リノベ2024事業の補助の対象となります。

高性能な断熱窓への改修について工事内容に応じて定額を補助
補助額上限は200万円／戸

令和5年11月2日以降に「リフォーム工事」に着手した方

概　要

対象者

令和6年3月29日～予算上限に達するまで（遅くとも令和6年12月31日まで）
※申請はリフォーム事業者を通じて行います。お早めの申請をおすすめします。

受付期間

受付時間

先進的窓リノベ事業を活用した

※窓の改修と同一契約内で改修し、同時に申請する場合に限ります。

「給湯省エネ2024事業（経済産業
省）」をぜひ活用してください。先進的窓リ
ノベと併せてワンストップで申請すること
が可能です。

窓リノベと併せて
給湯器を更新したいのだけど、
補助金はありますか？

A.

詳細はコチラ

Q.

断熱改修でより快適に。
窓の見栄えも良くなりました！

戸建住宅にお住まいの門田さん（左）
リフォーム事業者の浦坂さん（右）

戸建住宅にお住まいの岩田さん（左）
リフォーム事業者（工務店）の菊澤さん（右）

年、「先進的窓リノベ事業」を活用し、2部
屋の窓の断熱リフォームを行いました。

　改修前は、日差しがピアノに直射することを
避けるため、カーテンを閉めがちになり部屋が
暗くなっていたほか、部屋の寒暖差にも悩まさ
れていました。また、北側の部屋は、冬は寒く夏
は暑いため、ほぼ物置状態になっていました。
　改修後は部屋の寒暖差がなくなっただけで
なく、西日が和らぎ、カーテンを閉める必要が
なくなりました。北側の部屋も快適になり、今
では寝室として利用しています。エアコンの使
用量も激減し、冬場の光熱費は1年前より1万
円以上下がり、とても驚いています。

光熱費を大幅に削減。
改修前の半分以下に！

50年の一軒家で暮らしていましたが、寒
い家だったこともあり、定年退職を機にフ

ルリノベーションを決意しました。工務店に相
談すると、住宅の高断熱化には窓まわりが特に
重要とのことで、「先進的窓リノベ事業」を活用
し、はつり工法による断熱改修を行いました。
　以前は結露や隙間風に悩んでいましたが、改
修後はそれらがなくなるとともに、屋外の音も気
にならなくなりました。また、厳冬期でも暖房無
しで過ごせるなど、断熱効果を実感しています。
改修前には月8万円ほどだった光熱費が、改修
後には最大でも3万5千円ほどになるなど、光熱
費を大幅に削減できたことが何より嬉しいです。 外窓交換（はつり工法）を実施 内窓設置を実施

昨築


